
平成２５年４月分の調査・駆除件数に関する考察  

 

 

１．４月は東区，博多区及び早良区で６１件の定期的・計画的な調査を行ったが，うち２３件でセアカゴケグモは発見

されなかった。 

発見されたのは全て東区であった。 

 

２．４月のセアカゴケグモの駆除数は１，８３８匹であった。 

３月の６７６匹から増加しており，季節変化等に伴う要因が大きいと考えられる。 

 

３．セアカゴケグモの発見数は集計を始めた平成２４年１０月以降減少傾向にあったが，３月に最少となった後，４月

は増加に転じた。気温が低い時期にもセアカゴケグモが発見され続けたことから一定程度のセアカゴケグモが越冬

していると考えられる。 

 

 

４．卵のうは，４月に２５６個，３月に９９６個を発見し，駆除しており，４月の駆除個数が減少した。 

その要因は定かでなく，今後とも生息状況について情報を集める必要がある。 

   


